
6年 配当時間
24時間

学習指導要領
内容（1）ウ，エ，オ，カ

1.単元の目標と単元構成

目
　
　
標

・武士による政治と村や町の人々の暮らしと世の中の変化について意欲的に調

　べることができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　

・鎌倉幕府の成立や戦国の世の統一と江戸幕府の政治について調べ，武士によ

　る政治がどのように行われていたか考えることができるようにする。

・地域の歴史的人物や文化遺産などを資料を活用して調べ，工夫して表現する

　ことができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・武士による政治や文化の移り変わりと村や町の人々の暮らしについて理解さ

　せる。　　　　　　　　　　　　　　　　　

（1）武士の政治が始まる　    （2）室町文化と力をつける人々　（3）全国統一への動き�

  ①武士ってなんだろう　　　 ①金閣と銀閣　　　　　　　①長篠の戦いを探ろう�

  ②源氏と平氏が戦う　　　　 ②力をつける人々　　　　　②信長，全国統一を目ざす

  ③頼朝，鎌倉に幕府を開く　 ③今につながる室町文化　　③秀吉，全国を統一する�

  ④時宗，元の大軍と戦う　　　　　　　　　　　　　　　 ④家康，江戸に幕府を開く

（4）幕府の政治と人々の成長　　　　　　  （5）にぎわう都市，花開く文化�

  ①金沢藩の大名行列をさぐろう　　　　　　①江戸・大阪・京都の発展　

  ②家光，大名たちに命じる　　　　　　　　②活気あふれる町人の文化

  ③鎖国への道　　　　　　　　　　　　　　③江戸時代の交通と産物　

  ④鎖国下の日本　　　　　　　　　　　　　④玄白ら，解体新書を出版する

  ⑤身分ごとに異なる暮らし　　　　　　　　⑤寺子屋と藩校　　　　　　　　　　

　� � 　　　　　　　　歴史かるたをつくろう

武士の世の中

武士の時代にタイムトラベル





３.　展開例    

つ
か
む

調
べ
る

過
程 ねらい 主な学習活動と内容 □留意点  ●学習資料  〈　〉評価

◆江戸や大阪，
京都などの大
都市の繁栄の
様子と，町人
が力をつけ産
業や文化を発
展させていっ
たことをとら
えることがで
きるようにす
る。　（１）

◆歌舞伎や浮
世絵などの新
しい文化につ
いて，調べる
計画を立て，
興味のあるこ
とについて調
べる。 　　　 
　　　（１）

◆交通の発達
によって地方
の産業や人々
の生活が変化
してきたこと
をつかむ。（１）

①絵画資料から，大都市のにぎわ
う様子をとらえるとともに水運の
発達を読み取る。
・日本橋の通りは人でにぎわっている。
・たくさんの船が大阪に集まって
　いるのはなぜだろう。
・蔵が多いことと関係がありそうだ。
②江戸・大阪・京都の人口とロンド
ン，パリの人口と比較して，世界
的な大都市であったことをつかむ。
・江戸の人口は当時世界一多かった。
③江戸を起点に各地に陸路の整備
がなされたことをつかむ。

①絵画資料を見て気づいたことを発表する。
・芝居小屋の外もたくさんの人が
　つめかけている。
・芝居小屋は大勢入れる。
・歌舞伎は今でも人気がある。
②ゴッホの模写について調べ，浮
世絵が世界的に評価の高い芸術品
であることを理解する
・浮世絵は版画だから数多く刷ら
　れ，人々が買い求めた。
・人形浄瑠璃も現代まで続いている文化。
・俳句も江戸時代の新しい文化で，
　松尾芭蕉をはじめ多くの俳人が出た。
③庶民の間にこのような文化が栄
えたわけを考える。
・大都市に商工業が発展し，町人
　が経済的に豊かになった。
・戦いのない平和な時代が続いて
　暮らしにゆとりができた。
①陸運・海運が発達したことを調
べる。
・五街道が整備された。
・日本海沿岸，太平洋沿岸の両方
　に航路ができた。

●絵画資料「活気あふれる江戸の
まち」「大阪の港のにぎわい」
□二つの絵図のどちらにもたく
さんの人が描かれていることか
ら，世の中が活気にあふれてき
たことをつかませたい。
〈 絵画資料から気づいたことや
疑問に感じたことを表現してい
る。〉【思・判・表】
●江戸時代中ごろの人口

●五街道や宿場の資料

●絵画資料「歌舞伎の芝居小屋
につめかける人々」「歌舞伎を
楽しむ人々」
□芝居小屋の絵図をもとに，庶民
の間にも娯楽の場が登場し，都市
の人々の生活の中に文化が栄えた
ことに気づかせたい。
〈新しい文化は多くの人々が楽
しむことのできる町人の文化で
あることをとらえている。〉
【知・理】
●広重の浮世絵，ゴッホの模写
●江戸時代の行事や文化の資料
□巻末年表から戦乱のない時代が
続いたことを確認させたい。
〈町人が力をつけていく中で新し
い文化が生まれたことをとらえて
いる。〉【知・理】

□街道や航路だけでなく，各地
の産物にも注目させたい。
〈輸送手段が発達したことで人や
ものの動きがさかんになったこと
をとらえている。〉【知・理】

第５中単元　にぎわう都市，花開く文化【6時間】

小単元の目標　　・江戸・大阪・京都など大都市の町人によって新しい民衆文化と新しい

学問がさかんになったことを調べ、町人の力強い文化について理解させる。

 ・全国各地の生産力の向上と消費都市への物流の発達が江戸時代の経済の発展を支える

と同時に文化や学問を地方に伝播させていったことをとらえさせる。

人々が活気にあふれる大都市からどのような文化や学問が生まれたのだろう。



調
べ
る

ま
と
め
る

◆蘭学，国学な
どの新しい学問
が世の中に与え
た影響を理解す
ることができる。
 　　　　（１）

◆江戸時代には，
武士だけではなく
町人の子弟にも教
育が行われていた
ことをつかむ。　（１）

◆武士の世の中
の人物やできご
との特徴を短い
言葉で表現し，
歴史かるたをつ
くることが
できる。
　　　　（１）

②各地の産物が江戸や大阪，京都
などの大都市に運ばれた以外に，
多くの人が信仰や娯楽の旅に出か
けたことを調べる。
・伊勢参り，大山参り，富士講，
　金比羅参りなど庶民の間で寺　
　社参詣の旅が盛んだった。
・飛脚，川越え人足，牛方，馬方な
　ど運輸流通の専門職が登場した。

①中国の医学書と解体新書を比べ，
そのちがいについて調べる。
・解体新書の方が正確に描かれている。
・玄白たちは解剖を見て，オラン
　ダの医学書が正確だという事に
　おどろいた。
②本居宣長が日本の古典を研究し，
「国学」を発展させたことをつか
む。
・仏教や儒教が伝わる以前の日本
　を研究した。
・国学の登場から尊皇攘夷の考　
　えが生まれた。

①全国の代表的な藩校と私塾の分
布図を見て，国学や蘭学などの学
問の広がりを調べる。
・私塾の指導者について
・藩校…親藩，譜代，外様いずれか

①取り上げてみたい人物やできご
とを選ぶ。
②読み札の形式を決める。
・五七五調，短歌調，自由な形など
③人物の業績やできごとの特徴を
短い言葉で書いてみる。
・連想したことをウェビングで表
　してみる。
④言葉を入れ替えたり文章を工夫
する。
・倒置法を用いる。主語をかえてみる。
⑤読み札に合う絵札をつくる
⑥作品を発表し合い，相互評価する。

●復元模型写真「北前船」
●絵画資料「旅を楽しむ人々」
□身近な街道や脇往還などを
想起させる。
〈大都市と地方の間で人やも
のがさかんに動いたことで人
々の暮らしが変化したことを
とらえている。〉【知・理】

●人体図（中国の医学書・解
体新書）
●想像図「解剖の見学」
□当時の日本では，解剖とい
う概念がなかったことを知ら
せる。
□蘭学が実際の暮らしに影響
を与える学問であるのに対し，
国学は明治維新につながる精
神的な学問であることを知ら
せる。

□どうして学問が重視された
のか，武士の立場，町人の立
場で考えさせたい。
〈身分をこえて多くの人々が
学問を志した理由を考え，表
現している。〉【思・判・表】

□つくった歴史かるたの文章
は声に出して読んで，さらに
吟味するように指導したい。
〈武士の世の中の特徴につい
て，適切な言葉を選んで表現
している。〉【思・判・表】

新しい学問の広がりは，人々にどのような影響を与えたのだろう。
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